
被害想定作成例(病院②)
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	被害想定
（被害の具体的事象）
	防火防災安全上の目標設定

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
· 耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する

	1
	１階正面入口周囲の外壁にひびが入る
	在館か建物外への避難の判断を○○分以内に下す

	
	2
	ＩＣＵの内壁タイルが剥がれ落ちて破片が散乱する
	入院患者の負傷者を出さない

	
	3
	病室の天井が落下し、窓が破損する
	入院患者の負傷者を出さない

	
	4
	ナースステーション・病室などで照明が落下し破片が飛散る
	入院患者の負傷者を出さない

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	5
	非常用発電機が地震の揺れにより横ずれして故障する
	電源の確保を早急に行う

	
	6
	ボイラー設備が地震の揺れにより横ずれし蒸気配管が外れる
	ボイラーの復旧を急ぐ

	
	7
	従業員用エレベーターが非常停止し巡回中の看護士が閉じ込められる
	安全階での解放・救出

	
	8
	１階ロビーから２階へつながるエスカレーターが地震の振動により故障・停止する
	負傷者を出さない

	
	9
	空調機の故障により、病院内の気温が低下する
	寒さによる体調不良者を出さない

	３．避難施設等被害

	10
	非常用放送設備が断線により使用不能になり、防災センターからの避難誘導ができなくなる
	避難の混乱による負傷者を出さない。患者を速やかに安全な場所へ避難させる。

	
	11
	棚の移動・転倒による病室およびナースセンターの出入り口が遮断され閉じ込め者が発生する
	閉じ込め者を全員救出する

	
	12
	３階と４階の間の建物内の階段が崩れ落ち、避難経路が塞がる
	負傷者を出さず、安全な避難を完了する

	４．消防用設備等
	13
	配管破裂・ヘッド損傷によって漏水し、スプリンクラーが使用不能となる
	火災発生の場合は、他の消火設備で消火

	
	14
	物品移動による閉鎖障害や蝶番の変形などにより一部の防火戸が作動しない
	延焼を防止する。煙による窒息障害防止する

	
	15
	医療器具用カートや清掃用品カートの移動などにより、防火シャッターの一部が閉鎖障害となる
	火災発生の場合は煙害および延焼の防止

	
	16
	火災感知器の配線が断線し、一部の感知器が機能停止する
	感知漏れを発生させない

	５．収容物等被害

	17
	点滴の吊り下げ器具多数が転倒する
	通常通りの点滴を続行させる

	
	18
	ＣＴスキャン、レントゲン機器などの大型検査装置が転倒するが、深夜であったために利用者はなく、負傷者も出なかった
	機器の転倒による負傷者を出さない

	
	19
	ボンベ転倒や配管断裂により、人工呼吸・麻酔などに使用する酸素・笑気などの医療ガスが漏洩し、供給がストップする
	医療ガスの供給を早急に再開する

	
	20


	ナースステーションおよび事務所の書類棚・医療器具棚が転倒し、備品が散乱する
	負傷者を出さない。避難経路障害を作らない

	６．ライフライン等被害
	21
	受変電設備が地震の振動による横ズレにより機能停止し、停電が発生し、照明が落ちて避難に支障を来たす
	一定以上の照度を確保する

	
	22
	停電によりナースコールが使用不能となる
	患者の容態急変などを見逃さない

	
	23
	電話が輻輳してなかなか繋がらない。そのため、消防への通報ができず、また他の病院への応援要請もできない
	通信連絡を取れる環境を確保する

	
	24
	建物の倒壊、道路の亀裂などによって交通網が寸断され、大量の帰宅困難者が発生
	避難民の生活上最低限の環境を維持する。水・食料の確保

	
	25
	交通網の寸断により公設消防が到着せず、消火や救助活動が困難になる
	自衛消防隊により独力で消火活動を行い、被災者の救助を行う

	
	26
	道路交通網の遮断により、当院で処置できない重症患者を救急車で他院へ搬送できない
	代替手段により、他院への搬送を図る。他院から医師・医療設備の派遣を依頼する。

	
	27
	断水により飲料水を確保できなくなり、トイレが使用できない
	トイレを使用できるようにする。飲料水を確保する。

	
	28
	断水によるコンプレッサー停止で、人工呼吸器が使用できなくなる
	患者の呼吸を停止させない

	
	29
	断水により、医療機器の洗浄・消毒が不能になる
	医療器具を絶やさない

	
	30
	停電が発生し、さらに断水によって非常用自家発電機に冷却水が供給されず、モーターが焦げ付き、起動から１５分で停止する
	患者の容態を悪化させない

	
	31
	断水により、患者の清拭ができず衛生状態が悪化していく
	感染症を発生させないように、衛生状態を維持する

	
	32
	ガスの供給停止により、病院食・流動食の調理が不能となる
	患者の食料を絶やさない

	７．火災等の発生


	33
	ガス配管が破裂し、都市ガスが漏洩する
	都市ガスに引火させない

	
	34
	ボイラー室の燃料軽油が漏洩する
	火災を発生させない

	
	35
	薬品庫のアルコール容器が転倒する
	火災を発生させない

	
	36
	厨房は火気を使用していなかったため、被害なし
	火災を発生させない

	８．人的被害
	37
	子どもの入院患者がパニックを起こす
	子供を落ち着かせる

	
	38
	ベッドが激しく振動し、患者の点滴、酸素吸入管、カテーテルなどが外れる
	患者の状態を悪化させない

	
	39
	飲料水・病院食が不足し、患者の体調悪化を招く
	栄養失調による病態悪化を防ぐ

	
	40
	器物の転倒により医師が負傷し、患者の診察及び治療が行えなくなる
	患者の治療に支障を来たさないようにする

	
	41

	外部から要請された患者にあてがうベッド数が不足する
	重傷者の治療を優先する


被害想定に基づく予防的対策事項と応急的対策事項（病院例②）
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	対応行動の具体化

	
	
	応急的対策事項
	予防的事項

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
・耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する。
	1
	応急判定士や建築技術者により、建物の損傷箇所を目視・確認する
	耐震診断、耐震補強工事を行う

	
	2
	患者を安全な場所に避難させる
	耐震診断、耐震補強工事を行う

	
	3
	患者を安全な場所に避難させる
	耐震診断、耐震補強工事を行う

	
	4
	患者を安全な場所に避難させる
	耐震診断、耐震補強工事を行う

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	5
	生命維持装置が必要な患者を早急に他院へ転送する
	自家発電機の耐震補強を行う。医療機器用に対応した小型の発電機を準備しておく。

	
	6
	臨時配管を仮設配管でつなぎ運転を再開する
	耐震診断・耐震補強を行う。フレキシブルフランジに変更する

	
	7
	非常用インターホンでの負傷者の有無の確認と、消防隊・エレベーター管理会社への連絡
	エレベーター会社と緊急時の対応、復旧・救出フローの確認を行う。自主救出方法を確認し、従業員に教育する。必要な器具を準備しておく。

	
	8
	安全が確認されるまで、エスカレーターへの立入禁止措置を講じる
	エスカレーター会社と緊急時の対応を確認する

	
	9
	カイロ、毛布、湯たんぽなどを配布し、暖をとる
	空調設備の耐震診断・耐震補強を行う。毛布・カイロ・湯たんぽなどを常備しておく。

	３．避難施設等被害
	10
	各テナントまで防災センターから連絡員を派遣する。携帯電話または無線がある場合は無線を利用して連絡を試みる
	非常用放送設備および配線の耐震診断・耐震補強を行う。無線を常備しておく

	
	11
	消防隊への連絡。安否確認を行う。バールによる救助を行う。
	安否確認方法の確立、扉の開錠方法の事前確認

	
	12
	安全な避難経路を確認し、順番に患者を誘導する
	避難階段にも耐震補強を行う。棚などの什器備品の耐震対策を講じる。

	４．消防用設備等
	13
	火災が発生していないことを確認してから、制御弁を閉止する。また、火災が発生した場合は、近くの消火器で初期消火にあたる。
	制御弁室の場所を確認しておく。スプリンクラー配水管を耐震化する。

	
	14
	可能な場合、防火戸を手動で閉じる
	定期的に防火戸の機能点検を行う。防火戸の周辺に物品を納置しない。

	
	15
	障害物を除去し、防火区画を適切に形成する。閉鎖障害があった旨を防災センターへ知らせる。
	防火シャッターに物品を納置しない。什器・陳列棚を設置する場合は耐震補強を行い、商品の落下防止策を講じる。

	
	16
	火災が発生していないか現場確認を行う。防災センター被害状況を報告する。
	配線に余裕を持たせておく

	５．収容物等被害
	17
	速やかに点滴患者の状況を確認し、針が抜去されていた場合は速やかに差し換える
	吊り下げ器具の転倒防止策を強化する

	
	18
	機器の状況を確認し、重要な機器が故障している場合は代替品を早期に要請する
	医療用機器を耐震化する

	
	19
	ガスの漏洩箇所を確認し、早急に復旧作業を行う
	医療ガスのボンベ、配管などを耐震化する

	
	20
	散乱した備品の整理を行う
	棚に耐震補強を講じる。重心が高くならないようにバランスの良い収納をする。

	６．ライフライン等被害
	21
	懐中電灯で患者の確認を行い、避難誘導では一定間隔で足元を照らす
	電気設備の耐震補強を行う

	
	22
	看護士による見回り頻度を多くする
	電気設備の耐震補強を行う

	
	23
	最寄の消防に人を派遣し、通報代わりとする
	衛星携帯電話を事前に購入しておく

	
	24
	帰宅難民が寝泊りできるよう、ホールを開放。仮設トイレの設置。非常食・水の配給。
	震災時帰宅支援マップの配布。オフィスフロアの女性は運動靴常備。

	
	25
	消火器、消火栓を用いた独力による迅速な初期消火。独力による負傷者の救出。
	消火設備および救助器具・救急用品の充実。消火訓練・救急訓練の実施。

	
	26
	ヘリコプターを要請する。ヘリコプターのは発着場所を確保する。
	ヘリコプターの要請手段をあらかじめ確認しておく。発着場所を準備しておく。

	
	27
	受水槽から水をとりバケツに溜めておく、仮設トイレを設置する。業者に修理依頼の連絡をとる。
	水道管の耐震化を検討する。非常用飲料水を各階に常備しておく。周辺地域の公衆トイレとマンホール位置を確認する。仮設トイレを事前調達。

	
	28
	人工呼吸を行う
	水道管を耐震化する。アンビュバッグ（手動式人工呼吸器）をベッドサイドに常備しておく。

	
	29
	非常用飲料水を利用する。リハビリテーションプールの水を浄水器にかける。
	水道管を耐震化する。医療器具洗浄用の水をストックしておく。浄水器を常備しておく。

	
	30
	医療機器を最優先に電源の確保を早急に行う。生命維持装置などが必要な患者は早急に他院へ転送する。懐中電灯で明りをとる。
	冷却水配管設備の耐震固定を行う。生命維持に不可欠な医療機器用にバックアップ電源装置を準備しておく。もしくは、水を必要としない空冷式自家発電機を導入する。

	
	31
	ウェットティッシュなどにより、患者の体を清拭する
	水道管を耐震化する。ウェットティッシュ、アルコールなど備蓄しておく。

	
	32
	カセットコンロで調理する
	カセットコンロ、ガス缶を備蓄しておく。

	７．火災等の発生
	33
	消火器による初期消火。排煙装置起動。患者の避難誘導。
	ガス湯沸かし器の耐震化

	
	34
	ビニールシートなどにより、ベッドが濡れるのを防ぐ。

より重症な患者に、残っている病床を優先的に与える。
	スプリンクラー配管を耐震化する。予備の毛布等の寝具を準備しておく。

	
	35
	消火器による初期消火。防火戸を閉鎖する。
	転倒防止対策を強化する。容器の固定強化。

	
	36


	火災発生有無を確認する。防災センターへ連絡する。
	厨房の被害確認班を事前に決めておく。

	８．人的被害
	37
	子供がパニックを起こさないようカウンセラーを設置。
	震災時の子供の対処方法を予め確認しておく。

	
	38
	点滴等、体に管を入れている患者を全員、速やかに確認する。外れている場合は速やかにつなぎ直す。投げ出された患者をベッドに戻す。
	ベッドの柵が外れないように補強する。

	
	39
	備蓄品を患者に供給する。
	備蓄品の必要量を事前に確保しておく。

	
	40
	他院からの応援を要請する。
	当直医師の居室の什器・備品も耐震補強する。

	
	41


	軽症者には早期退院を交渉する。
	震災時の患者対応マニュアルを定めておく。
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